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１

教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
鈴
　
木
　
長
　
男

秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号

教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条

教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則

第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
の
次
に
次
の
目
次
を
付
す
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
）

第
二
章
　
図
書
館
（
第
二
条
―
第
八
条
）

第
三
章
　
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
（
第
九
条
―
第
十
四
条
）

第
四
章
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
第
十
五
条
―
第
十
九
条
）

第
五
章
　
子
ど
も
博
物
館
（
第
二
十
条
―
第
二
十
三
条
）

第
六
章
　
少
年
自
然
の
家
（
第
二
十
四
条
―
第
二
十
七
条
）

第
七
章
　
削
除

第
八
章
　
美
術
館
（
第
三
十
三
条
―
第
三
十
七
条
）

第
八
章
の
二
　
近
代
美
術
館
（
第
三
十
七
条
の
二
―
第
三
十
七
条
の
六
）

第
九
章
　
博
物
館
（
第
三
十
八
条
―
第
四
十
三
条
）

第
九
章
の
二
　
農
業
科
学
館
（
第
四
十
三
条
の
二
―
第
四
十
三
条
の
六
）

第
十
章
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
第
四
十
四
条
―
第
四
十
六
条
の
二
）

第
十
一
章
　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
第
四
十
七
条
・
第
四
十
八
条
）

第
十
二
章
　
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
（
第
四
十
九
条
―
第
五
十
三
条
の
二
）

第
十
三
章
　
体
育
館
（
第
五
十
四
条
―
第
五
十
五
条
の
六
）

第
十
四
章
　
ス
キ
ー
場
（
第
五
十
六
条
―
第
五
十
八
条
の
三
）

第
十
五
章
　
ス
ケ
ー
ト
場
（
第
五
十
九
条
―
第
六
十
二
条
の
四
）

第
十
六
章
　
野
球
場
（
第
六
十
三
条
―
第
六
十
四
条
の
六
）

第
十
七
章
　
運
動
広
場
（
第
六
十
五
条
―
第
六
十
六
条
の
六
）

第
十
八
章
　
総
合
プ
ー
ル
（
第
六
十
七
条
―
第
七
十
条
の
四
）

第
十
九
章
　
総
合
射
撃
場
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
三
条
の
六
）

第
二
十
章
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
第
七
十
四
条
―
第
七
十
六
条
の
六
）

第
二
十
一
章
　
武
道
館
（
第
七
十
七
条
―
第
八
十
四
条
）

附
則

第
二
条
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
図
書
館
」
と
い
う
」
を
「
秋
田
県
立
図
書
館
あ

き
た
文
学
資
料
館
を
除
く
」
に
、
「
と
お
り
」
を
「
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
」
に

改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
四
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
（
そ
の
日
が
日
曜

日
、
土
曜
日
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規

定
す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と
い
う
。
）
又
は
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
館
内
整
理
日

（
次
号
に
お
い
て
「
日
曜
日
等
」
と
総
称
す
る
。
）
に
当
た
る
と
き
は
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
）

二
　
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
（
そ
の

日
が
日
曜
日
等
に
当
た
る
と
き
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

第
二
条
第
二
項
中
「
図
書
館
」
を
「
秋
田
県
立
図
書
館
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
図
書
館
」

と
い
う
。
）
」
に
、
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

秋
田
県
立
図
書
館
あ
き
た
文
学
資
料
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
と
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
休
館
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同

項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
第
三
月
曜
日
以
外
の
月
曜
日
（
そ
の
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
）

二
　
第
三
日
曜
日
（
そ
の
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
々
日
）

三
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

１

教

育

委

員

会

規

則

ペ
ー
ジ
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四
　
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

五
　
館
長
が
別
に
定
め
る
特
別
整
理
期
間
に
当
た
る
日

第
三
条
第
二
項
中
「
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
を
「
と
き
は
」
に
、
「
休
館

し
」
を
「
休
館
日
を
設
け
」
に
、
「
開
館
す
る
」
を
「
前
項
に
定
め
る
休
館
日
を
変
更
す
る
」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

館
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
休
館
日
で
あ
っ
て
も
図
書
館
を
利
用
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
四
条
中
「
図
書
館
資
料
」
を
「
図
書
館
の
資
料
」
に
改
め
、
「
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
所
定
の
」
を
削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
す

る
。第

三
条
の
二
第
一
項
中
「
一
月
を
」
を
「
同
月
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
図
書
館
資

料
」
を
「
図
書
館
の
資
料
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
利
用
の
拒
否
等
）

第
六
条

館
長
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
図
書
館
の
利
用
を
拒
み
、
又
は
当
該
者
に

図
書
館
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
図
書
館
を
利
用
す
る
他
の
利
用
者
に
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
を
す
る
者

二
　
図
書
館
の
資
料
を
破
損
し
、
又
は
汚
損
す
る
行
為
を
す
る
者

三
　
図
書
館
の
利
用
に
関
し
館
長
が
定
め
る
規
程
に
違
反
す
る
者

四
　
館
長
の
指
示
に
従
わ
な
い
者

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
補
則
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
事
項
は
、
」
の
下
に
「
館
長
が
」
を

加
え
、
「
協
議
の
上
、
館
長
が
」
を
「
協
議
し
て
」
に
改
め
る
。

第
十
条
を
削
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
休
所
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ

ー
」
を
「
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
「
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
青
少
年
交
流
セ
ン

タ
ー
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と
お
り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
各
号

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

二
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
休
所
日
の
取
扱
い
等
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
第
三
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
使
用
時
間
）

第
九
条

秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
。
）
の
使
用
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
（
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
宿

泊
施
設
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
宿
泊
施
設
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
午
後
三
時
か
ら

使
用
を
終
え
る
日
の
午
前
十
時
ま
で
）
と
す
る
。

２

青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
使
用
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
施
設
又
は
土
地

の
使
用
が
、
」
を
「
使
用
が
」
に
、
「
そ
の
使
用
を
許
可
し
て
は
」
を
「
使
用
の
許
可
を
し
て

は
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
一
年
秋
田
県
条
例
第
五
号
。
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
又
は
土

地
の
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
所

長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
）

第
十
二
条

条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
を
削
る
。

第
十
三
条
の
二
中
「
秋
田
県
教
育
委
員
会
が
」
の
下
に
「
別
に
」
を
加
え
、
「
の
各
号
」
を
削

り
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
時
間
等
）

第
十
三
条
の
二

条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
宿
泊
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場

合
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
宿
泊

施
設
の
使
用
時
間
及
び
休
所
日
は
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
第
九
条
第
一
項
に
定
め
る
使
用
時
間
及
び
第
十
条
第
一
項
に
定
め
る
休
所
日
を
基
準
と
し

て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
九
条
第
二
項
並
び
に
第
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
第
二

項
中
「
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
長
」
と
い
う
。
）
」
と
あ

り
、
並
び
に
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
館
長
」
と

あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

三
条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」

と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
時
間
及
び
休
所
日
を
定
め
、
若
し
く
は
変
更

２
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し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
十
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、
若
し
く
は
臨
時

に
休
所
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
使
用
時
間
及
び
休
所
日
を
宿
泊
施
設
の
入
口
そ
の
他
公
衆

の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
十
三
条
の
三

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
三
条
」
と
、
「
所
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
所
長

に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
利
用
料
金
の
承
認
の
申
請
）

第
十
三
条
の
四

指
定
管
理
者
は
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
料
金
の
承
認
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
使
用
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
利
用
料
金
の
額
並
び
に
そ
の

算
定
の
根
拠
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
補
則
）

第
十
四
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
所
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

宿
泊
施
設
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得

て
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
開
所
時
間
）

第
十
五
条

秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開
所
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
講

堂
、
研
修
室
及
び
会
議
室
に
あ
っ
て
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
秋
田
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
分
館
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
分
館
」
と
い
う
。
）
の
研
修
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル

及
び
練
習
室
に
あ
っ
て
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
）
と
す
る
。

２

秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
。
）
の
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
所
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
休
業
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と
お

り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
月
曜
日
（
そ
の
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
）

二
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

三
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
休
業
日
の
取
扱
い
等
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
十
七
条

秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
秋
田
県
条
例
第
十
七
号
。
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
使
用

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
所
長
に
提
出

し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
七
条
の
二
を
削
る
。

第
十
八
条
中
「
秋
田
県
教
育
委
員
会
」
の
下
に
「
別
に
」
を
加
え
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同

条
第
二
号
中
「
で
あ
る
」
の
下
に
「
団
体
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え

る
。（

使
用
料
の
減
免
の
申
請
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
十
八
条
の
二

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
所
時
間
等
）

第
十
八
条
の
三

条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
分
館
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
分
館
の

開
所
時
間
及
び
休
業
日
は
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
第
十
五
条
第
一
項
に
定
め
る
開
所
時
間
及
び
第
十
六
条
第
一
項
に
定
め
る
休
業
日
を
基
準

と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
十
五
条
第
二
項
並
び
に
第
十
六
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
五
条

第
二
項
中
「
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
。
）
の
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
長
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
り
、
並
び
に
第
十

六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
館
長
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
管
理
者
」
と
、
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二

項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
す
る
。

３
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指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
所
時
間
及
び
休
業
日
を
定
め
、
若
し
く
は
変
更

し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
十
六

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、
若
し
く
は

臨
時
に
休
業
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
開
所
時
間
及
び
休
業
日
を
分
館
の
入
口
そ
の
他
公
衆

の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
十
八
条
の
四

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
三
条
」
と
、
「
所
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
所
長

に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
一
条

第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
補
則
）

第
十
九
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
所
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

分
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得
て
別

に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
休
館
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と

お
り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
当
該
」
を
「
そ
の
」
に
改
め
、
「
そ
の
」
の
下
に

「
日
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

三
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
二
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
博
物
館
の
休
館
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
中
「
手
続
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
子
ど
も
博
物

館
利
用
申
込
書
」
を
「
利
用
申
込
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十

一
条
第
二
項
」
に
、
「
に
よ
り
」
を
「
に
よ
る
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
の
二
を
削
る
。

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
補
則
）

第
二
十
三
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
子
ど
も
博
物
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
館
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
休
所
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と

お
り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

三
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
二
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
少
年
自
然
の
家
の
休
所
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
利
用
対
象
者
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
各
号
」
及
び
「
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
小
学
校
高
学
年
」
を
「
小
学
校
の
第
四
学
年
以

上
の
学
年
」
に
改
め
、
「
生
徒
」
の
下
に
「
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え
、
同
条

第
二
号
中
「
少
年
教
育
の
」
を
「
少
年
の
教
育
に
関
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
前
各

号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
見
出
し
中
「
手
続
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
少
年
自
然
の

家
利
用
申
込
書
」
を
「
利
用
申
込
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十

一
条
第
二
項
」
に
、
「
に
よ
り
」
を
「
に
よ
る
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。

第
二
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
補
則
）

第
二
十
七
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
少
年
自
然
の
家
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
所
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

第
三
十
三
条
中
「
と
お
り
」
を
「
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
」
に

改
め
、
同
条
た
だ
し
書
及
び
同
条
の
表
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
号
及
び
一
項
を
加
え
る
。

一
　
四
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

二
　
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
館
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
休
館
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と

お
り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
当
該
」
を
「
そ
の
」
に
改
め
、
「
そ
の
」
の
下
に

「
日
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

三
　
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
三
十
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４
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２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時
に
休
館
日
を
設
け
、
又
は
前
項
に
定
め

る
休
館
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
休
館
日
で
あ
っ
て
も
美
術
館
を
使
用
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
五
条
の
見
出
し
中
「
手
続
」
を
「
対
象
と
な
る
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
美

術
ホ
ー
ル
」
を
「
美
術
館
の
美
術
ホ
ー
ル
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
以
外
」
の
下
に

「
の
事
業
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
公
開
展
示
」
の
下
に
「
に
関
す
る
事
業
」

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
「
の
う
ち
」
を
削
り
、
「
の
う

ち
で
生
涯
学
習
課
長
」
を
「
で
教
育
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
三
十
五
条
の
二

秋
田
県
立
美
術
館
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
秋
田
県
条
例
第
十
五
号
。
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
美
術
館
の
美
術
ホ
ー
ル
の
使
用

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に

提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
美
術
館
の
美
術
ホ
ー
ル
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

第
三
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
）

第
三
十
六
条

第
六
条
の
規
定
は
美
術
館
の
利
用
を
拒
否
し
、
又
は
美
術
館
か
ら
の
退
去
を
命
ず

る
場
合
に
つ
い
て
、
第
十
二
条
の
規
定
は
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
美
術
館
の
使
用
料
の
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
館
時
間
等
）

第
三
十
六
条
の
二

条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
美
術
館
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場

合
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
美
術

館
の
開
館
時
間
及
び
休
館
日
は
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
第
三
十
三
条
第
一
項
に
定
め
る
開
館
時
間
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
に
定
め
る
休

館
日
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
三
十
四
条

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の

は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め

る
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
館
時
間
及
び
休
館
日
を
定
め
、
若
し
く
は
変
更

し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
三
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、
若
し
く
は
臨
時
に
休
館
日
を
設
け
た
と
き

は
、
そ
の
開
館
時
間
及
び
休
館
日
を
美
術
館
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す

る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
三
十
六
条
の
三

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申

請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
一
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
補
則
）

第
三
十
七
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
美
術
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

美
術
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得
て

別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
十
七
条
の
四
を
削
り
、
第
三
十
七
条
の
五
を
第
三
十
七
条
の
四
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
準
用
）

第
三
十
七
条
の
五

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
近
代
美
術
館
の
休
館
日
の
取
扱
い
等

に
つ
い
て
、
第
六
条
の
規
定
は
近
代
美
術
館
の
利
用
を
拒
否
し
、
又
は
近
代
美
術
館
か
ら
の
退

去
を
命
ず
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
七
条
の
規
定
は
近
代
美
術
館
に
資
料
を
寄
贈
す
る
場
合
等
の

手
続
に
つ
い
て
、
第
十
二
条
の
規
定
は
秋
田
県
ふ
る
さ
と
村
条
例
（
平
成
五
年
秋
田
県
条
例
第

四
十
五
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
入
館
料
又
は
特
別
展
示
室
入
場
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
七
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
補
則
）

第
三
十
七
条
の
六

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
近
代
美
術
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
館
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

５
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第
四
十
条
の
見
出
し
を
「
（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
を
使
用

し
よ
う
」
を
「
の
使
用
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三

十
八
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
」
に
、
「
講
堂
（
学
習
室
）
使
用
許
可
申

請
書
」
を
「
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」

に
、
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
す
る
場
合
」
を
「
講
堂
又
は
学
習
室
の
使
用
の
許
可
」
に
改

め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。

第
四
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
）

第
四
十
一
条

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
博
物
館
の
休
館
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い

て
、
第
六
条
の
規
定
は
博
物
館
の
利
用
を
拒
否
し
、
又
は
博
物
館
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
場
合

に
つ
い
て
、
第
七
条
の
規
定
は
博
物
館
に
資
料
を
寄
贈
す
る
場
合
等
の
手
続
に
つ
い
て
、
第
十

二
条
の
規
定
は
秋
田
県
立
博
物
館
条
例
（
昭
和
五
十
年
秋
田
県
条
例
第
十
五
号
）
第
五
条
の
規

定
に
よ
る
入
館
料
又
は
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
三
十
七
条
の

四
の
規
定
は
博
物
館
の
資
料
の
館
外
貸
出
し
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
補
則
）

第
四
十
三
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
博
物
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
館
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

第
四
十
三
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
多
目
的
ホ
ー
ル
を
使
用
し
よ
う
」
を
「
秋
田
県
立
農
業
科
学
館
条
例
（
平
成
三
年
秋
田
県
条
例

第
二
十
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
多
目
的
ホ
ー
ル
の
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
」
に
、
「
多

目
的
ホ
ー
ル
使
用
許
可
申
請
書
」
を
「
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」

を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
、
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
す
る
場
合
」
を
「
多
目
的
ホ
ー
ル

の
使
用
の
許
可
」
に
改
め
、
「
こ
れ
を
」
を
削
る
。

第
四
十
三
条
の
五
及
び
第
四
十
三
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
）

第
四
十
三
条
の
五

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
農
業
科
学
館
の
休
館
日
の
取
扱
い
等

に
つ
い
て
、
第
七
条
の
規
定
は
農
業
科
学
館
に
資
料
を
寄
贈
す
る
場
合
等
の
手
続
に
つ
い
て
、

第
十
二
条
の
規
定
は
秋
田
県
立
農
業
科
学
館
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
三
十
七
条
の
四
の
規
定
は
農
業
科
学
館
の
資
料
の
館
外
貸

出
し
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
補
則
）

第
四
十
三
条
の
六

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
農
業
科
学
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
館
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

第
四
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
）

第
四
十
六
条

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
公
開
展
示
の
業

務
を
行
わ
な
い
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
規
定
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
収
蔵

資
料
の
観
覧
を
拒
否
し
、
又
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

第
十
章
中
第
四
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
四
十
六
条
の
二

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
館
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

第
四
十
七
条
及
び
第
四
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
懲
戒
等
）

第
四
十
七
条

秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
長
」
と
い

う
。
）
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
戒
め
、
又
は
当
該
者
に
退
所
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
　
所
長
が
定
め
る
研
修
に
関
す
る
規
律
に
違
反
す
る
者

二
　
研
修
の
受
講
成
績
が
著
し
く
不
良
で
あ
る
者

三
　
心
身
の
故
障
の
た
め
、
研
修
に
堪
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

（
補
則
）

第
四
十
八
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
所
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

第
十
二
章
の
章
名
及
び
同
章
第
一
節
か
ら
第
十
一
節
ま
で
の
節
名
を
削
る
。

第
四
十
九
条
本
文
中
「
こ
の
節
」
を
「
こ
の
章
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
の
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
所
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
九
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
二
章

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー

第
五
十
条
の
見
出
し
を
「
（
休
業
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と
お

り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
当
該
」
を
「
そ
の
」
に
改
め
、
「
そ
の
」
の
下
に

「
日
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

三
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
五
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
ス
ポ
ー
ツ
科

学
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
よ
う
」
を
「
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
秋

田
県
条
例
第
四
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
許
可
を
受

６
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け
よ
う
」
に
、
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
使
用
許
可
申
請
書
」
を
「
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
（
昭
和
五
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
四
十
八
号
）
」
を
削
り
、
「
備
考

一
」
を
「
備
考
第
一
」
に
、
「
各
号
に
」
を
「
各
号
の
い
ず
れ
に
も
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
）

第
五
十
三
条

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
の
休
業
日
の
取

扱
い
等
に
つ
い
て
、
第
十
二
条
の
規
定
は
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
条
例
第
五
条
の
規

定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
五
十
三
条
の
二

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運

営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
所
長
が
教
育
長
と
協
議
し
て
別
に
定
め
る
。

第
五
十
四
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
館
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
十
四
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
三
章

体
育
館

第
五
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
休
館
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と

お
り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

三
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
五
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
体
育
館
の
休
館
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

第
五
十
五
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
五
十
五
条
の
二

秋
田
県
立
体
育
館
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
五
十
五
号
。
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
体
育
館
の
使
用
の
許
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
体
育
館
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
）

第
五
十
五
条
の
三

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
館
時
間
等
）

第
五
十
五
条
の
四

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
体
育
館
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場

合
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
体
育

館
の
開
館
時
間
及
び
休
館
日
は
、
第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
第
五
十
四
条
第
一
項
に
定
め
る
開
館
時
間
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
に
定
め
る
休

館
日
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
五
十
四
条
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
及
び

第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
館
時
間
及
び
休
館
日
を
定
め
、
若
し
く
は
変
更

し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五

十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、

若
し
く
は
臨
時
に
休
業
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
開
館
時
間
及
び
休
館
日
を
体
育
館
の
入
口

そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
五
十
五
条
の
五

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
五
十
五
条
の
二
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申

請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
一
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
五
十
五
条
の
六

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

体
育
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得
て

７
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別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
十
六
条
中
「
毎
年
」
を
削
り
、
「
翌
年
」
を
「
翌
年
の
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削

り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
設
期
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
四
章

ス
キ
ー
場

第
五
十
七
条
中
「
お
い
て
」
を
「
お
い
て
は
、
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
一

号
中
「
植
物
又
は
土
石
を
伐
採
又
は
」
を
「
木
竹
を
伐
採
し
、
又
は
木
竹
以
外
の
植
物
若
し
く

は
土
石
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
指
定
」
を
「
指
定
さ
れ
た
場
所
」
に
改
め
、
「
お
い

て
、
」
を
削
り
、
「
捨
て
、
又
は
不
衛
生
な
」
を
「
捨
て
る
こ
と
そ
の
他
保
健
衛
生
上
の
支
障
が

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
、
ス
キ
ー
場

地
内
に
固
有
の
占
用
施
設
を
工
作
し
、
又
は
設
置
し
、
そ
の
他
施
設
の
一
部
」
を
「
に
よ
る
許
可

を
受
け
て
、
ス
キ
ー
場
に
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
又
は
施
設
を
設
け
て
ス
キ
ー
場
」
に
、
「
教
育

委
員
会
」
を
「
教
育
長
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
設
期
間
等
）

第
五
十
八
条
の
二

秋
田
県
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
設
置
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
五
十

七
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ス
キ
ー
場
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合
（
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
ス
キ
ー
場
の
開
設

期
間
は
、
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
開
設
期
間
を
基
準
と

し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
設
期
間
を
定
め
、
若
し
く
は
変
更
し
、
又
は
前

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
変
更

し
た
と
き
は
、
そ
の
開
設
期
間
を
ス
キ
ー
場
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す

る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
五
十
八
条
の
三

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ス
キ
ー
場
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

ス
キ
ー
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得

て
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
十
九
条
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
「
毎
年
」
を
削
り
、
「
翌
年
」
を

「
翌
年
の
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
場
期
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
十
九
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
五
章

ス
ケ
ー
ト
場

第
六
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
開
場
時
間
）

第
六
十
条

ス
ケ
ー
ト
場
の
開
場
時
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め

る
時
間
と
す
る
。

一
　
滑
走
に
使
用
さ
せ
る
場
合
　
次
の
（一）
又
は
（二）
に
定
め
る
時
間

（一）

（二）
に
掲
げ
る
日
以
外
の
日
に
あ
っ
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
八
時
ま
で

（二）

日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
、
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
翌
年
の
一
月
十
三
日
ま
で
及
び
三

月
二
十
二
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
に
あ
っ
て
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後

七
時
ま
で

二
　
滑
走
以
外
に
使
用
さ
せ
る
場
合
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
場
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
六
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
休
場
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
開
場
期
間
」
を
削
り
、

「
の
と
お
り
」
を
「
に
掲
げ
る
日
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
毎
月
」
を
削
り
、
「
あ
つ

て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
、
「
毎
週
月
曜
日
（
」
を
「
月
曜
日
（
そ
の
日
が
」
に
改
め
、

「
そ
の
」
の
下
に
「
日
の
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
休
場
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
六
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
六
十
一
条
の
二

秋
田
県
立
ス
ケ
ー
ト
場
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
秋
田
県
条
例
第
五
十
七
号
。

以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ス
ケ
ー
ト
場
の
使
用
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提

出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

８
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第
六
十
一
条
の
三

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
中
「
秋
田
県
立
ス
ケ
ー
ト
場
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
秋
田
県
条
例
第
五
十

七
号
。
以
下
「
ス
ケ
ー
ト
場
条
例
」
と
い
う
。
）
」
を
「
条
例
」
に
、
「
第
二
号
」
を
「
第
二
」

に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と
お
り
」
を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
場
合
」

を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
社
会
教
育
団
体
が
主
催
す
る
も
の
で
、
前
号
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

第
六
十
二
条
第
二
項
中
「
ス
ケ
ー
ト
場
条
例
」
を
「
条
例
」
に
、
「
第
三
号
」
を
「
第
三
」

に
、
「
保
健
体
育
課
長
」
を
「
教
育
長
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
場
期
間
等
）

第
六
十
二
条
の
二

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
ス
ケ
ー
ト
場
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
場
合
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の

ス
ケ
ー
ト
場
の
開
場
期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
場
日
は
、
第
五
十
九
条
第
一
項
、
第
六
十
条
第

一
項
及
び
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
五
十
九
条
第
一
項
に
定
め
る
開
場

期
間
、
第
六
十
条
第
一
項
に
定
め
る
開
場
時
間
及
び
第
六
十
一
条
第
一
項
に
定
め
る
休
場
日
を

基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ

れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
五
十
九
条
第
二
項
、
第
六
十
条
第
二
項

並
び
に
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
五

十
九
条
第
二
項
、
第
六
十
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四

条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」

と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
場
期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
場
日
を
定
め
、
若

し
く
は
変
更
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
九
条
第
二
項
、

第
六
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、
若
し
く
は
臨
時
に
休
場
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
開
場
期

間
、
開
場
時
間
及
び
休
場
日
を
ス
ケ
ー
ト
場
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す

る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
六
十
二
条
の
三

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
一
条
の
二
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申

請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
一
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
六
十
二
条
の
四

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

ス
ケ
ー
ト
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を

得
て
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
六
十
三
条
中
「
毎
年
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
設
期
間
を
変
更
し
、
又
は

同
項
に
定
め
る
開
設
期
間
以
外
の
期
間
で
あ
つ
て
も
野
球
場
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
三
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
六
章

野
球
場

第
六
十
四
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
場
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
六
十
四
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
六
十
四
条
の
二

秋
田
県
立
野
球
場
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
五
号
。
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
野
球
場
の
使
用
の
許

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出

し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
野
球
場
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
六
十
四
条
の
三

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
設
期
間
等
）

第
六
十
四
条
の
四

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
野
球
場
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場

合
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
野
球

場
の
開
設
期
間
及
び
開
場
時
間
は
、
第
六
十
三
条
第
一
項
及
び
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
第
六
十
三
条
第
一
項
に
定
め
る
開
設
期
間
及
び
第
六
十
四
条
第
一
項
に
定
め
る

開
場
時
間
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の

９
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と
す
る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
三
条
第
二
項
及
び
第
六
十
四
条
第

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理

者
」
と
、
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
と

す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
設
期
間
及
び
開
場
時
間
を
定
め
、
若
し
く
は
変

更
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第

六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
開
設
期
間
及
び
開
場
時

間
を
野
球
場
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
六
十
四
条
の
五

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
四
条
の
二
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
第
一
項
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
一
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
六
十
四
条
の
六

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
野
球
場
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

野
球
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得
て

別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
六
十
五
条
中
「
毎
年
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
設
期
間
を
変
更
し
、
又
は

同
項
に
定
め
る
開
設
期
間
以
外
の
期
間
で
あ
つ
て
も
運
動
広
場
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
六
十
五
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
七
章

運
動
広
場

第
六
十
六
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
場
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
六
十
六
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
六
十
六
条
の
二

秋
田
県
立
運
動
広
場
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
秋
田
県
条
例
第
四
十
四
号
。
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
動
広
場
の
使
用

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に

提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
運
動
広
場
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
六
十
六
条
の
三

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
設
期
間
等
）

第
六
十
六
条
の
四

条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
運
動
広
場
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る

場
合
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
運

動
広
場
の
開
設
期
間
及
び
開
場
時
間
は
、
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
六
十
五
条
第
一
項
に
定
め
る
開
設
期
間
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
に
定

め
る
開
場
時
間
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
五
条
第
二
項
及
び
第
六
十
六
条
第

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理

者
」
と
、
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
と

す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
設
期
間
及
び
開
場
時
間
を
定
め
、
若
し
く
は
変

更
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第

六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
開
設
期
間
及
び
開
場
時

間
を
運
動
広
場
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
六
十
六
条
の
五

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
四
条
第
一
項
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
一
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項

10
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の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
六
十
六
条
の
六

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
運
動
広
場
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

運
動
広
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得

て
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
六
十
七
条
を
削
る
。

第
六
十
八
条
中
「
（
次
節
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中

「
一
月
三
日
」
を
「
同
月
三
日
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
場
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
六
十
八
条
を
第
六
十
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
八
章

総
合
プ
ー
ル

第
六
十
九
条
の
見
出
し
を
「
（
休
場
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と

お
り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
毎
月
」
を
削
り
、
「
当
該
」
を
「
そ
の
」
に
改

め
、
「
そ
の
」
の
下
に
「
日
の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
六
十
九
条
第
四
号
中
「
で
保
健
体
育
課
長
」
を
「
に
お
い
て
教
育
長
」
に
改
め
、
「
十
五
日

間
」
の
下
に
「
を
い
う
。
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
プ
ー
ル
の
休
場
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

第
六
十
九
条
を
第
六
十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
六
十
九
条

秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
一
号
。
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
プ
ー
ル
の
使
用
の
許
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
プ
ー
ル
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
六
十
九
条
の
二

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
十
条
中
「
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
一
号
）
別

表
第
一
の
備
考
第
一
号
」
を
「
条
例
別
表
第
一
号
の
表
の
備
考
第
一
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を

削
り
、
「
と
お
り
」
を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
場
合
」
を
「
も
の
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
社
会
教
育
団
体
が
主
催
す
る
も
の
で
、
前
号
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

第
七
十
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
場
時
間
等
）

第
七
十
条
の
二

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
プ
ー
ル
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
プ
ー
ル

の
開
場
時
間
及
び
休
場
日
は
、
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
第
六
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
開
場
時
間
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る
休
場

日
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
七
条
第
二
項
及
び
第
六
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
六
十
七
条
第
二
項
及
び
第

六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
場
時
間
及
び
休
場
日
を
定
め
、
若
し
く
は
変
更

し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
六

十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、

若
し
く
は
臨
時
に
休
場
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
開
場
時
間
及
び
休
場
日
を
プ
ー
ル
の
入
口

そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
七
十
条
の
三

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
九
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を

教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
一
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
七
十
条
の
四

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事

11
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項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

プ
ー
ル
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得
て

別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
七
十
一
条
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
「
毎
年
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し

書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
設
期
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
十
一
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
九
章

総
合
射
撃
場

第
七
十
二
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
場
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
休
場
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
開
設
期
間
」
及
び
「
の

各
号
」
を
削
り
、
「
と
お
り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
当
該
」
を
「
そ
の
」
に
改

め
、
「
そ
の
」
の
下
に
「
日
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

三
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
七
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
総
合
射
撃
場
の
休
場
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
七
十
三
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
七
十
三
条
の
二

秋
田
県
立
総
合
射
撃
場
条
例
（
平
成
七
年
秋
田
県
条
例
第
四
十
一
号
。
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
合
射
撃
場
の
使
用

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に

提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
総
合
射
撃
場
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
七
十
三
条
の
三

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
設
期
間
等
）

第
七
十
三
条
の
四

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
総
合
射
撃
場
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
場
合
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の

総
合
射
撃
場
の
開
設
期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
場
日
は
、
第
七
十
一
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条

第
一
項
及
び
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
十
一
条
第
一
項
に
定
め
る
開

設
期
間
、
第
七
十
二
条
第
一
項
に
定
め
る
開
場
時
間
及
び
第
七
十
三
条
第
一
項
に
定
め
る
休
場

日
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
七
十
一
条
第
二
項
、
第
七
十
二
条
第
二

項
並
び
に
第
七
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第

七
十
一
条
第
二
項
、
第
七
十
二
条
第
二
項
及
び
第
七
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
」
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
設
期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
場
日
を
定
め
、
若

し
く
は
変
更
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
七
十
一
条
第
二
項
、

第
七
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、
若
し
く
は
臨
時
に
休
場
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
開
設

期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
場
日
を
総
合
射
撃
場
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示

す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
七
十
三
条
の
五

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
七
十
三
条
の
二
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
第
一
項
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
一
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
七
十
三
条
の
六

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
総
合
射
撃
場
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

総
合
射
撃
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を

得
て
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
七
十
四
条
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
「
毎
年
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し

12
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書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
設
期
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
十
四
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
十
章

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
七
十
五
条
中
「
午
後
九
時
ま
で
」
の
下
に
「
（
宿
泊
室
に
あ
っ
て
は
、
午
後
三
時
か
ら
使
用

を
終
え
る
日
の
午
前
十
時
ま
で
）
」
を
加
え
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
場
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
休
業
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
水
曜
日
が
」
を

「
そ
の
日
が
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
場
合
」
を
「
と
き
」
に
、
「
当
該
日
は
」
を

「
そ
の
日
は
、
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
休
業
日
の
取
扱
い
等

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
十
六
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
七
十
六
条
の
二

秋
田
県
立
田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
年
秋
田
県
条
例
第
四

十
四
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
七
十
六
条
の
三

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
設
期
間
等
）

第
七
十
六
条
の
四

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に

行
わ
せ
る
場
合
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い

う
。
）
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
業
日
は
、
第
七
十
四
条
第
一

項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
十
四
条
第

一
項
に
定
め
る
開
設
期
間
、
第
七
十
五
条
第
一
項
に
定
め
る
開
場
時
間
及
び
第
七
十
六
条
第
一

項
に
定
め
る
休
業
日
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
七
十
四
条
第
二
項
、
第
七
十
五
条
第
二

項
並
び
に
第
七
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第

七
十
四
条
第
二
項
、
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
七
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
」
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
設
期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
業
日
を
定
め
、
若

し
く
は
変
更
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
七
十
四
条
第
二
項
、

第
七
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、
若
し
く
は
臨
時
に
休
業
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
開
設

期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
業
日
を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所

に
掲
示
す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
七
十
六
条
の
五

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
七
十
六
条
の
二
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
第
一
項
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
一
条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
七
十
六
条
の
六

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の

承
認
を
得
て
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の

と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
八
条
を
削
る
。

第
七
十
九
条
中
「
こ
の
節
」
を
「
こ
の
章
」
に
、
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、

「
毎
年
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
館
期
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
十
九
条
を
第
七
十
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
十
一
章

武
道
館

第
八
十
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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２

教
育
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
開
館
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
八
十
条
を
第
七
十
八
条
と
す
る
。

第
八
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
休
館
日
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
の
開
館
期
間
」
及

び
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
と
お
り
」
を
「
日
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
日

二
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

第
八
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
武
道
館
の
休
館
日
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

第
八
十
一
条
を
第
七
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
八
十
条

秋
田
県
立
武
道
館
条
例
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
条
例
第
八
十
六
号
。
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
武
道
館
の
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
武
道
館
の
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
八
十
一
条

第
十
二
条
の
規
定
は
、
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
十
二
条
か
ら
第
八
十
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
開
館
期
間
等
）

第
八
十
二
条

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
武
道
館
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
の
武
道
館

の
開
館
期
間
、
開
館
時
間
及
び
休
館
日
は
、
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
七
十
八
条
第
一
項
及
び

第
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
開
館
期
間
、
第

七
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る
開
館
時
間
及
び
第
七
十
九
条
第
一
項
に
定
め
る
休
館
日
を
基
準
と

し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
七
十
七
条
第
二
項
、
第
七
十
八
条
第
二

項
並
び
に
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教
育
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第

七
十
七
条
第
二
項
、
第
七
十
八
条
第
二
項
及
び
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」

と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
館
期
間
、
開
館
時
間
及
び
休
館
日
を
定
め
、
若

し
く
は
変
更
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
七
十
七
条
第
二
項
、

第
七
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
、
若
し
く
は
臨
時
に
休
館
日
を
設
け
た
と
き
は
、
そ
の
開
館

期
間
、
開
館
時
間
及
び
休
館
日
を
武
道
館
の
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る

ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
八
十
三
条

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
八
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第
二
条
」
と
、
「
教
育
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
教
育

長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
一

条
第
二
項
中
「
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
使
用
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
補
則
）

第
八
十
四
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
武
道
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

武
道
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
教
育
長
の
承
認
を
得
て

別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
の
う
ち
教
育
長
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
二
条

教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
七
十
六
条
の
六
」
を
「
第
七
十
六
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
プ
ー
ル
」
を
「
陸
上
競
技
場
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
多
目

的
運
動
広
場
、
球
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
キ
ャ
ン
プ
場
」
に
、
「
六
月
二
十
日
か
ら
九
月
十

日
」
を
「
五
月
十
五
日
か
ら
十
月
十
五
日
」
に
改
め
る
。

第
二
十
章
中
第
七
十
六
条
の
六
を
第
七
十
六
条
の
七
と
し
、
第
七
十
六
条
の
五
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
利
用
料
金
の
承
認
の
申
請
）

第
七
十
六
条
の
六

指
定
管
理
者
は
、
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
料
金
の
承
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
使
用
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
利
用
料
金
の
額
並
び
に
そ

の
算
定
の
根
拠
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
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（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
同
年
十

一
月
一
日
か
ら
、
次
項
か
ら
附
則
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正

後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
次
の
各
号
に
定
め
る
承
認
及
び
手
続
は
、
同
条
の
規
定

の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
改
正
後
の
規
則
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
宿

泊
施
設
の
使
用
時
間
及
び
休
所
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
施
設
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す

る
手
続

二
　
改
正
後
の
規
則
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
生
涯
交
流
セ
ン
タ
ー
の
分
館

の
開
所
時
間
及
び
休
業
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋

田
県
生
涯
交
流
セ
ン
タ
ー
の
分
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

三
　
改
正
後
の
規
則
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
美
術
館
の
開
館
時
間
及

び
休
館
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
美
術

館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

四
　
改
正
後
の
規
則
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
体
育
館
の
開
館
時
間
及

び
休
館
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
五
十
五
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立

体
育
館
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

五
　
改
正
後
の
規
則
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
の
開
設

期
間
の
承
認
及
び
改
正
後
の
規
則
第
五
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
田
沢
湖
ス

キ
ー
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

六
　
改
正
後
の
規
則
第
六
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
ス
ケ
ー
ト
場
の
開
場
期

間
、
開
場
時
間
及
び
休
場
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
六
十
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
秋
田
県
立
ス
ケ
ー
ト
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

七
　
改
正
後
の
規
則
第
六
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
野
球
場
の
開
設
期
間
及

び
開
場
時
間
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
六
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県

立
野
球
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

八
　
改
正
後
の
規
則
第
六
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
運
動
広
場
の
開
設
期
間

及
び
開
場
時
間
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
六
十
六
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田

県
立
運
動
広
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

九
　
改
正
後
の
規
則
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル
の
開
場
時
間

及
び
休
場
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
七
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立

総
合
プ
ー
ル
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

十
　
改
正
後
の
規
則
第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
総
合
射
撃
場
の
開
設
期

間
、
開
場
時
間
及
び
休
場
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
七
十
三
条
の
六
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
秋
田
県
立
総
合
射
撃
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

十
一
　
改
正
後
の
規
則
第
七
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
開
設
期
間
、
開
場
時
間
及
び
休
業
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
七
十
六
条
の

六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

の
承
認
に
関
す
る
手
続

十
二
　
改
正
後
の
規
則
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田
県
立
武
道
館
の
開
館
期
間
、
開

館
時
間
及
び
休
館
日
の
承
認
並
び
に
改
正
後
の
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
秋
田

県
立
武
道
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認
に
関
す
る
手
続

３

公
の
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
の
教
育
委
員
会
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関

す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
秋
田
県
条
例
第
八
十
二
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
料
金
の

承
認
の
申
請
は
、
改
正
後
の
規
則
第
十
三
条
の
四
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４

秋
田
県
立
田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
秋
田
県

条
例
第
三
十
九
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
料
金
の
承
認
の
申
請
は
、
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
第
七
十
六
条
の
六
の
規
定
の
例
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

ペ
ー
ジ
　
　
段
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　

誤

正

平
成
十
一
年
三
月
二
十
三
日
（
第
千
四
十
七
号
）
公
布
教
育
職
員
免
許
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

（
印
刷
誤
り
）

三
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
雇
）

（
雇
用
）

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
（
号
外
第
八
号
）
掲
載
の
秋
田
県
教
育
庁
等
許
認
可
等
事
務
処
理
日

数
設
定
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
原
稿
誤
り
）

五
　
　
　
　
　
　
終
わ
り
　
公
立
小
中
学
校
　
　
　
　
　

公
立
中
学
校

か
ら
五

15

正
　
　
　
　
　
　
誤

（
解
雇
）

（
雇
用
）

公
立
小
中
学
校
　
　
　
　
　

公
立
中
学
校
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